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 論文内容の要旨
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 論文審査結果の要旨

エンドファイトとは、特

る。細菌エンドファイ

る場合がある。細菌エン

近年、偏性嫌気性窒素

れた。そこで、本論文で

 窒素固定能について明らかにすることを目的とした。

作物を含む6科12植物

とするTRFLP(制限酵素

を検討した。αos加読

種に分布していること

ンドファイトであり
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ススキ幼植物体を用
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な炭素源が供給される

 示唆された。

以上のように、本論

素固定ポテンシャル

ものである。以上の

力と学識を有するこ

 (生命科学)の博士論文として合格と認めた。
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